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6 月は旧暦では水無月（みなづき）と呼ばれます。雨がたくさん降るのに、水が無い月と書く

のは変な感じがしますね。「無」という字は無いという意味ではなく「の」にあたる助詞で、

田んぼに水を引く月、「水の月」という意味になります。  

近畿地方も 10 日(水)に梅雨入りの発表がありました。じめじめした蒸し暑い日が続いてい

ます。この時期、道を歩いていると玄関先で見かける、色鮮やかな紫陽花（アジサイ）の花に心

が和みます。中庭の人工芝もリニューアルされ、見違えるようになりました。気持ちはいつ

も晴れやかに学校生活を送ってください。 

 

さて、2 週間の分散登校（スタートアップ期間）を経て、「新しい生活様式」が身について

きたでしょうか。昨日から学校は本格的に再開し、通常授業が始まっています。全校生徒が

揃うのは 2 月 28 日(金)以来、107 日ぶりになります。現在、新型コロナウイルスの大阪の感

染者数は減少していますが、第 2 波が心配され、まだまだ油断できない状況です。これまで、

感染予防のために行うことを知っているとおもいますが、再度わかりやすく以下にまとめま

した。 

 

１．感染予防のために自分が行うこととして 

①小まめに手洗いをして接触感染を防ぐ ②マスク着用で飛沫感染を防ぐ 

   ③十分な睡眠、バランスのとれた食事、適度な運動などの生活習慣を維持する 

 ２．感染予防のためにみんなで取り組み「ゼロ密」をめざす 

   ①換気の悪い「密閉空間」を避ける   ②多数が集まる「密集空間」を避ける 

   ③間近で会話や発声する「密接場面」を避ける（ソーシャルディスタンスを保つ） 

 

「せっかく学校が再開したのだから、少しくらいなら」という軽い気持ちを捨て、自分が

人に感染させないという意識を持ちしっかり行動することが大切です。 

学校の対策として、「３つの密」を避けるべき対応をするとともに、玄関に抗菌マットの設

置、エアコンフィルターをウイルス除去フィルターに交換を行っています。また、生徒の登

校時に北館玄関でサーモグラフィ―により体温を測定しています。消毒については、教室だ

けでなく、手すりやトイレなどの共用部についても清掃員の方々により消毒・除菌作業を行

います。我々教職員も体調確認を徹底し、マスクやフェイスシールドを着用します。 

 

これだけ長期間にわたり学校が休業になり、学校に来て教室で学ぶという、今まで当たり

前だったことが有難いことだと気づかされた人も多かったのではありませんか。 

どうしても、コロナの話題が多くなりますが、始業式での「角度１度の向上心」の話を思

い出し、気分も新たに頑張って欲しいと思います。 

 

皆さんは分度器を知っていますね。角度が 1 度の目盛りを思い出してください。ノートに

10 ㎝の線を引いたとき、1 度の高さは 1.7 ㎜です。1m 先まで伸ばすと 1.7 ㎝の高さになりま

す。100ｍ先で 1.7m の高さ、１㎞先まで行けば、17ｍの高さになります。 

地道で目立たない努力の積み重ねが、長い年月を経ると大きな差になって現れるのです。

少しづつ、ほんの少しづつ、ずーっと頑張る。その頑張りは、角度でいえばたったの１度で

す。でも１度の先は大きく離れてしまいます。１度の努力を続けましょうということです。 
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